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建築用ガラスに発生する『雨染み』は、単なる雨水の乾燥跡ではなく、大気中の汚染物質・ミネラル成分・水

分が複合的に作用して形成される固着汚染である。一般的な雨水には、空気中の粉塵・排気ガス・黄砂・花

粉・カルシウム・シリカ成分など様々な微粒子が含まれており、ガラス表面へ付着した後、水分蒸発とともに

残留する。特に都市部や交通量の多い地域では、排気ガス由来の油分や炭素粒子が混在することで、単純な水

垢より複雑な固着層を形成する場合がある。初期段階では軽度な水滴跡に見えることが多いが、乾燥と再付着

を繰り返すことで徐々に層状化し、通常清掃では除去しにくい状態へ進行する。 

ガラス表面では、水分蒸発時にミネラル成分が濃縮される『蒸発濃縮現象』が発生している。これによりカル

シウム・マグネシウム・シリカ成分などが局所的に析出し、微細な固着層を形成する。特に水が滞留しやすい

サッシ周辺やガラス下部では乾燥速度が不均一となり、リング状・流れ跡状の汚染が形成されやすい。さらに

長期間放置されることで、汚染層とガラス表面との間に化学反応が発生し、単なる付着汚れから表層劣化へ移

行するケースもある。実務上では、雨染みと初期腐食が混在している状態も少なくない。 

沿岸部では塩分粒子（NaCl）、工場地帯では化学粉塵、温泉施設では硫黄成分や特殊鉱物成分が加わること

で、雨染み形成がさらに複雑化する。また、親水性コーティングの劣化やガラス表面エネルギーの変化によっ

て、水分保持状態が変化し、汚染再付着速度へ影響する場合もある。ガラス表面に形成された微細な汚染層は、

光を乱反射させることで白ボケや透明感低下を引き起こす。そのため、単純な美観問題だけではなく、景観

性・採光性・視認性低下へつながるケースもある。 



ガラス再生研磨では、固着した汚染層や表層劣化部分を均一に除去し、光学的平滑性を回復させることを目的

とする。ただし、過剰研磨は局所的な屈折率差を生み、『レンズ現象』による景色の歪みを発生させる可能性

がある。特に大型ガラスや景観ガラスでは、研磨圧・回転数・熱管理・研磨粒子制御が重要となる。また、深

部腐食まで進行している場合は、透明感改善に限界が生じるケースもあるため、状態診断が非常に重要である。

雨染みは放置期間が長くなるほど再生難易度が高くなるため、初期段階でのメンテナンスがガラス寿命維持に

おいて重要となる。 


